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ラジオ放送、タクシー、文化住宅。

大衆文化が芽吹いたこの時代に、初の国産ミシンが現われる。

「パイン500種53型」、1921（大正10）年のことである。

舶来ものではなく国産でこそ普及する

――それは、創業者小瀬與作の信念だった。

初号機の小型手廻し式から足踏み式の家庭用ミシンへ。

そして、月掛予約・月賦販売を創案し、

より多くの家庭にミシンが届く道が拓かれた。

ミシンを踏む響き。

それは、母が家族に愛を込めて奏でる調べであり、

洋装文化の扉を開き、

女性たちが自らを前に歩み進める足音であった。
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初の国産ミシンメーカーは、

初の国産コンピュータミシンメーカーとなった。

1970年代は今日の名だたる

コンピュータメーカーが産声を上げ、

パーソナルコンピュータが出現した時代である。

手探りを繰り返し、失敗の数だけデータが蓄積される。

知見も豊かになっていく。

開発の可能性の宝庫であり、苦心の報酬である。

コンピュータミシンなら、キーに触れるだけで

縫いたい模様を組み合わせてオリジナリティあふれる作品ができる。

ミシンの進化を、そこから実感した。
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‘machine’の最先端を国産化し

グローバルに展開してきたJANOME。

地道にひたむきに改良に打ち込んで積みあげた高性能、高機能を

コンパクトに収め、誰もが使いやすいmachineに仕上げ、

家庭で、工場で、思い思いのイマジネーションを

描かれる未来をかたちにして1世紀を歩んできた。

2020年代、地球社会は新たな困難に遭遇した。

戸惑い、なす術が失われたかに思われた日々が続いた。

そんな時代にこそ

人の心を豊かにひらき、よろこびをとり戻すパートナーとして

求められる価値を社会に送り届ける匠として

JANOMEは第2世紀を歩みはじめている。



刊行のあいさつ

　2021年10月16日、株式会社ジャノメ（旧社名 : 蛇の目ミシン工業株式会社）は 
創業100周年を迎えました。これもひとえに、お客さま、社員をはじめ、当社とともに
歩み、長年にわたりご支援を下さった皆さまのおかげであり、それを記念してここに 
創業100年史を編纂刊行できますことを心より感謝申し上げます。

　当社は、1921年東京滝野川で日本初の国産ミシンメーカーとして創業いたしまし
た。そして大きく変わりゆく時代のなかで、家庭用ミシンの製造販売を通じて、日々 
お客さまに喜んでいただくための「モノづくり」に向き合ってきました。その根底には
確かな技術力と強固なチャレンジ精神があったと自負しております。

　手廻しミシンでひと針目をスタートした私たちは、今日では最新のコンピュータを
備えながらも、誰もが手軽に簡単に使える家庭用ミシンを世界中にお届けしていま
す。その技術は、新たな時代を支える産業機器製品へと発展しております。そしてこれ
からも地道に実直に皆さまのご期待に添うべく、高品質で価値ある商品とサービスを 
提供し、人々の豊かで創造的な「モノづくり」に貢献していく所存です。

　これまでにも当社では創業50周年に際して「創業50年史」を発刊いたしました。
そしてこの度、新たに 50年の歴史を積み重ね、大正・昭和・平成・令和の時代を 
さまざまな苦境をともに乗り越え生き抜いた 100年の物語として 100年史を編纂 
いたしました。編集にあたっては、多くの関係者の皆さまから貴重な資料のご提供や、 
取材などにご協力をいただきました。この紙面を借りて、厚くお礼を申し上げます。

　当社はこのほど、新中期経営計画「Reborn 2024」を策定いたしました。この計画で
は、「これからの 100年に向けた持続可能な成長」をスローガンに掲げておりますが、 
節目となる 100周年を経て、この先の持続的成長への礎を築くべく新たな一歩を 
踏み出しました。時代や取り巻く環境が変わり、世の中はさらに大きく変わっていく
ことと思います。当社はこの先50年、100年と、皆さまの創造的な生活の向上や社会・ 
文化に貢献することで、親しみやすく身近な存在の企業となるよう日々努力を重ねて
まいります。今後とも、より一層のご支援と、さらなるご厚情を賜りますようお願いを 
申し上げ、記念誌発刊のご挨拶といたします。

2022年6月
株式会社ジャノメ

代表取締役社長　齋藤  真
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凡 例
1.	本書の記述・収録範囲は、原則として2022（令和4）年4月までとした。

	 なお、必要な場合はその後の事項・データなどについても適宜記述・収録した。

2.	年号は原則として西暦を用い、必要に応じて和暦を併記した。

3.	用字用語は、原則として常用漢字、現代仮名づかいを用いたが、固有名詞、専門用語、慣用語などはこの限りではない。

4.	地名は原則として当時のものを用い、必要に応じて現在の地名を併記した。

5.	外国語・外来語、外国の地名・人名などは、原則としてカタカナ表記とした。

	 ただし、海外の法人名に関しては、この限りではない。

6.	「株式会社」などの法人格を原則として記載した。

	 法人の名称は当時のものとし、必要に応じて現社名を併記した。また、適宜略称を用いた。
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